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地
域
の
絆
を
強
め
よ
う

　

こ
れ
ま
で
各
地
域
で
行
わ
れ
て

き
た
新
病
院
建
設
の
説
明
会
で
は
、

「
な
ぜ
、
今
の
場
所
に
建
た
な
い

の
か
」
の
理
解
も
広
が
り
、
詳
し

い
現
状
が
わ
か
っ
て
良
か
っ
た
と

の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
が
、

一
部
に
「
遠
く
な
る
と
困
る
」
等

の
意
見
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
通

院
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
も

「
便
利
に
な
り
非
常
に
助
か
る
」

と
感
謝
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　
「
こ
う
し
た
良
い
取
り
組
み
を

多
く
の
組
合
員
に
広
め
よ
う
」

と
、
各
支
部
で
さ
っ
そ
く
訪
問
活

動
が
始
ま
り
、
理
事
・
総
代
か
ら

支
援
希
望
者

の
紹
介
も
寄

せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
５
月

に
開
設
し
た

生
協
み
な
か

み
歯
科
の
地

元
・
月
夜
野

東
支
部
は
、

支
部
長
を
先

頭
に
、
み
な

か
み
歯
科
と

通
院
支
援
の

利
用
を
訴
え

て
い
ま
す
。

「
出
資
す
る

メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
の
」

「
夜
間
の
小

児
医
療
を
充

実
し
て
欲
し
い
」
と
率
直
な
疑
問

と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
南
相
馬
市
の
被
災
者
と

交
流
会
や
班
会
を
通
じ
て
ふ
れ
あ

い
の
輪
を
広
げ
た
片
品
支
部
で

は
、
役
員
と
職
員
、
長
坂
所
長
も

参
加
し
て
の
訪
問
活
動
。「
診
療

所
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
か

ら
増
資
す
る
よ
。
医
師
が
減
っ
て

大
変
だ
け
ど
頑
張
っ
て
欲
し
い
」

と
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

７
回
目
と
な
る
機
関
紙
配
布
者

交
流
会
を
開
催
し
て
配
達
者
を
労

う
と
と
も
に
新
た
な
輪
を
広
げ
た

水
上
支
部
で
は
、
一
日
か
け
て
の

訪
問
も
行
い
ま
し
た
。「
遠
く
て

も
良
い
病
院
で
医
師
が
い
れ
ば
患

者
は
行
く
」「
通
院
支
援
を
利
用

し
た
い
の
で
新
規
に
加
入
す
る

よ
」
と
対
話
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

沼
田
南
支
部
で
は
、
今
年
度
も

馬
場
支
部
長
が
一
度
に
多
く
の
家

は
訪
問
で
き
な
い
と
合
間
を
見
て

粘
り
強
く
訪
問
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

利
根
保
健
生
協
で
は
、
今
年
か

ら
２
月･

３
月
を
「
ウ
ン
チ
月

間
」
と
し
て
「
大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ

ク
」
を
組
合
員
に
す
す
め
て
い
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
家
族
や
お

友
達
と
誘
い
あ
っ
て
、
大
腸
が
ん

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

い
ま
、
日
本
の
死
亡
原
因
の
第

１
位
は
が
ん
。
そ
の
中
で
も
急
増

す
る
の
が
大
腸
が
ん
で
第
３
位
、

特
に
女
性
で
は
、
大
腸
が
ん
が
第

１
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
10

年
で
患
者
数
は
最
も
多
く
な
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
の
原
因
は
、
日
本
人

の
食
生
活
の
変
化
。
動
物
性
脂
質

や
た
ん
ぱ
く
質
が
多
く
、
食
物
繊

維
が
少
な
い
欧
米
型
に
な
っ
た
こ

と
で
大
腸
が
ん
が
増
え
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
進
行
が
比
較
的
遅

い
の
で
、
毎
年
検
査
を
受
け
れ

ば
、
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
。
治
癒
の
確
率
も
高
く
、
日
常

生
活
に
戻
る
こ
と
も
で
き
怖
い
病

気
で
は
な
い
た
め
、
検
査
を
受
け

る
決
心
が
き
め
て
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
最
も
普
及
し
て
い
る
大

腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク
は
、
便
を
採
っ

て
、
血
が
混
じ
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
調
べ
る
便
潜
血
検
査
で
す
。

大
腸
内
に
腫
瘍
が
あ
れ
ば
、
便
が

通
る
と
き
に
あ
た
っ
て
出
血
し
、

目
で
は
見
え
な
い
出
血
も
発
見
で

き
ま
す
。
自
治
体
検
診
だ
け
で
安

心
せ
ず
、
班
会
や
郵
送
検
診
で
年

２
回
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
す
め
、
大

腸
が
ん
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
陽
性
の
反
応
が
出
た
ら
、
必

ず
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

二
十
二
年
前
、
班
会
で
大
腸
が

ん
チ
ェ
ッ
ク
を
す
す
め
ら
れ
た

時
、
半
年
前
に
や
っ
た
か
ら
今
回

は
や
ら
な
く
て
も
良
い
と
思
い
ま

し
た
。
し
か
し
、「
そ
れ
で
も
や

っ
た
方
が
良
い
」
と
言
わ
れ
て
チ

ェ
ッ
ク
を
す
る
と
結
果
は
陽
性
。

　

驚
い
た
が
「
薄
く
反
応
が
出
た

だ
け
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と

念
の
た
め
診
察
を
受
け
る
と
大
腸

が
ん
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い

早
期
の
た
め
、
手
術
を
受
け
大
事

に
い
た
ら
ず
健
康
で
暮
ら
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
時
、
年
２
回
の
定
期

チ
ェ
ッ
ク
が
い
か
に
大
切
で
あ
る

か
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
「
班
会
は
神
様
。
班
会
で
命
を

助
け
て
も
ら
っ
て
か
ら
予
防
意
識

が
高
ま
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
、

新
病
院
建
設
の
説
明
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
多
く
の
支
部
で
は
、

１
月
の
正
副
支
部
長
会
議
で
意
思

統
一
を
図
っ
た
後
、
順
次
、
地
域

訪
問
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
期
待
し
て
い
る
こ
と
、
不
安
に

感
じ
て
い
る
こ
と
等
を
医
療
生
協

に
し
っ
か
り
伝
え
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
将
来
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
と
元
気
な
医
療
生
協
を

一
緒
に
つ
く
り
、
そ
の
裾
野
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

２
月
に
は
、
地
域
で
の
呼
び
か

け
と
あ
わ
せ
て
、
患
者
さ
ん
に
も

増
資
を
お
願
い
す
る
「
病
院
特
設

窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
。
来
院
の

際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

例
年
、
10
・
11
月
の
「
生
協
強

化
月
間
」
に
合
わ
せ
て
地
域
訪
問

　

昨
年
３
月
11
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
以
後
、
あ
ら
た
め
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

「
絆
」
や
地
域
社
会
の
結
び
つ
き
の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
「
国

際
協
同
組
合
年
」
で
あ
り
、「
協
同
組
合
が
よ
り
よ
い
社
会
を
築
き
ま
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
協
同
を
活
か
し
た
実
践
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
や
福
祉
を
中
心
事
業
と
し

て
展
開
し
て
い
る
医
療
福
祉
生
協
へ
の
期
待
も
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

利
根
保
健
生
協
で
は
、
地
域
で
新
病
院
建
設
の
説
明
会
を
す
す
め
る
と
同
時
に
、
通
院
支

援
等
の
開
始
で
「
医
療
生
協
の
価
値
」
を
高
め
な
が
ら
、
支
部
役
員
と
職
員
が
連
携
し
て
地

域
訪
問
に
取
り
組
み
ま
す
。

年
齢
と
な
り
、
日
本
の
高
齢
者
人

口
（
65
歳
以
上
）
の
ピ
ー
ク
と
な

る
▼
こ
の
十
余
年
間
は
日
本
が
高

齢
化
社
会
に
突
入
し
高
齢
者
の
医

療
・
介
護
・
福
祉
に
矛
盾
の
集
中

す
る
年
が
続
く
▼
利
根
・
沼
田
地

域
は
平
均
よ
り
も
一
足
早
く
高
齢

化
に
突
入
す
る
。
中
心
市
街
地
は

歯
の
抜
け
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
化

し
、
裏
通
り
は
独
居
・
老
々
介
護

者
が
極
当
た
り
前
の
風
景
と
な

り
、
人
口
は
九
万
人
を
切
る
勢
い

だ
▼
我
が
古
里
の
現
状
は
医
療
・

介
護
の
将
来
は
如
何
に
な
る
の
か

▼
医
療
不
要
論
は
あ
り
得
な
い
が

中
身
の
変
化
は
要
求
さ
れ
る
。
医

療
の
対
象
が
若
年
層
か
ら
中
高
年

層
に
シ
フ
ト
し
て
行
く
。
利
根
中

央
病
院
は
総
合
診
療
を
重
視
し
、

窓
口
を
広
く
、
各
々
の
専
門
性
が

要
求
さ
れ
、
専
門
科
も
必
要
だ
。

交
通
手
段
の
な
い
高
齢
者
が
受
診

し
や
す
い
優
し
い
病
院
作
り
も
必

要
だ
▼
厚
生
労
働
省
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
（
全
体
に
わ
た
る
構

想
）
を
参
考
に
す
る
ま
で
も
な
く

私
達
の
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
連
携
の
ス
ム
ー

ズ
化
は
必
須
条
件
▼
と
ね
診
療
所

は
24
時
間
対
応
の
「
在
宅
療
養
支

援
診
療
所
」
と
し
て
在
宅
を
医
療

面
か
ら
支
援
す
る
必
要
性
を
痛
感

す
る
▼
今
後
の
事
業
拡
大
は
「
終つ

い

の
棲す

み
か家
」
と
し
て
の
新
法
人
下
で

の
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
の
設
立
等
と
課

題
は
多
い
が
、
在
宅
総
合
セ
ン
タ

ー
が
介
護
・
福
祉
の
中
心
的
機
能

を
果
た
す
事
こ
そ
が
組
合
員
の
期

待
に
応
え
る
最
大
の
役
割
と
確
信

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
）

　

２
０
２
５
年
は
団だ

ん
か
い塊

の
世
代(

昭
和
22
～
24

年
生
ま
れ)

が
、
後
期

高
齢
者
（
75
歳
以
上
）

一人は万人のために 万人は一人のために

いまや温泉は各地にあり、血行をよくして、心身をリラックス！　　疲労回復、健康と美容にも役立つ。

（１） 第509号2012年２月１日（毎月1回1日発行）

地
域
の
絆
を
強
め
よ
う

訪
問
で
元
気
な
生
協
づ
く
り

通
院
支
援
を

地
域
訪
問
は
じ
ま
る

多
く
の
組
合
員
に

２
月「
特
設
窓
口
」開
設

検
査
を
受
け
る

 

決
心
が
き
め
て

「
班
会
は
神
様

  

年
２
回
の
チ
ェ
ッ
ク
で
命
び
ろ
い
」

みなかみ町下牧

阿部　直子さん

チェックリスト

2つチェックがつく場合は注意が必要です。
気になる症状がある場合は、迷わず当院にご相談
下さい。

□便秘がちである
□おなかが張る
□排便時に出血する
□下痢が続く
□便が細い（出にくい）

□体重が減った
□腹痛が続く（重い）
□運動不足
□魚食より肉食が好き
□野菜嫌い

２月・３月「ウンチ月間」

『捨てるウンチでひろう命！』
大腸がんチェックキャンペーン実施

【料金】○班　　会（1日法）：500円
　　　　○郵送検診（2日法）：組合員 1,000円　非組合員 1,500円 

【問合せ先】
組織部 22-2300

昭
和
東
・
南
支
部  

建
設
説
明
会
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あたふたとアツ湯にざんぶり、首までつかった長湯は自殺行為。ゆったりかけ湯　　中休み　　水分補給も忘れずに　　。

（２）第509号2012年２月１日（毎月1回1日発行）

〈
沼
田
東
支
部
〉

酒
井　

信
次

山
本　

清
野

〈
沼
田
西
支
部
〉

小
林　

岩
子

〈
沼
田
北
支
部
〉

大
久
保
英
和

星
野　

昭
江

小
林
八
重
子

〈
池
田
支
部
〉

斎
藤
八
重
子

〈
薄
根
支
部
〉

小
池
は
つ
え

入
沢　

保
光

〈
川
田
支
部
〉

石
田　

彦
一

〈
利
根
北
支
部
〉

澤
田
ヨ
シ
イ

井
上　

タ
イ

〈
利
根
南
支
部
〉

小
菅
イ
マ
子

小
菅　

文
江

〈
片
品
支
部
〉

星
野　

ひ
ろ

吉
野　

節
子

萩
原
あ
い
子

星
野
ま
つ
子

寺
岡　

貞
子

入
澤
い
ね
子

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

徳
光
美
知
子

宮
﨑　

美
好

関　

き
よ
子

小
野　

ら
ん

高
橋　

孝
作

松
井
田　

豊

川
端　

い
ち

〈
水
上
支
部
〉

立
岡　

正
子

熊
谷　

一
雄

林　
　

久
子

阿
部　

良
子

山
口
栄
次
郎

山
田　

和
男

平
澤　

文
恵

堀
川　

邦
子

〈
新
治
支
部
〉

小
林
八
重
子

〈
昭
和
南
支
部
〉

和
南
城
圭
祐

加
藤
ハ
ナ
ヱ

〈
高
山
支
部
〉

斉
藤　

花
代

山
﨑
八
重
子

〈
中
之
条
支
部
〉

髙
橋　

正
壽

bbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbb

後
藤　

武
夫

　
（
120
口
以
上
）

木
榑
く
ら
子

　
（
60
口
以
上
）

飯
塚　

直
次

　
（
50
口
以
上
）

片
桐　

幸
吉

〈
利
南
支
部
〉

　
（
30
口
以
上
）

渡
辺
き
み
子

〈
川
田
支
部
〉

　
（
500
口
以
上
）

岡
野　

行
男

　
（
50
口
以
上
）

金
子　

満
造

〈
白
沢
支
部
〉

　
（
70
口
以
上
）

小
野　

友
義

〈
利
根
北
支
部
〉

　
（
60
口
以
上
）

小
林　

明
司

　
（
50
口
以
上
）

加
藤　

周
子

〈
利
根
南
支
部
〉

　
（
190
口
以
上
）

角
田　

一
男

〈
片
品
支
部
〉

　
（
660
口
以
上
）

高
橋　

安
次

　
（
610
口
以
上
）

高
橋　

光
一

　
（
340
口
以
上
）

大
竹　

敏
彦

　
（
290
口
以
上
）

林　
　

和
夫

　
（
270
口
以
上
）

桑
原　

洋
子

　
（
240
口
以
上
）

星
野　

雅
史

　
（
220
口
以
上
）

戸
丸　

正
美

　
（
180
口
以
上
）

星
野　

幸
市

　
（
160
口
以
上
）

横
山　

二
郎

　
（
150
口
以
上
）

星
野　

健
一

田
村　

利
夫

　
（
140
口
以
上
）

星
野　

豊
治

戸
丸　
　

幸

　
（
130
口
以
上
）

青
木
万
里
子

千
明　
　

圭

　
（
120
口
以
上
）

増
田　

延
司

羽
吹　

中
子

　
（
110
口
以
上
）

原　
　

時
治

　
（
100
口
以
上
）

池
田　

恵
一

　
（
90
口
以
上
）

山
田　

勝
佐

櫛
渕　
　

大

高
橋
セ
ツ
エ

　
（
80
口
以
上
）

白
井　
　

博

林　
　

光
二

　
（
70
口
以
上
）

佐
藤
ケ
サ
子

佐
藤　

利
夫

松
井
田
幸
吉

登
坂　

民
司

高
橋
伊
佐
雄

松
井
田　

豊

　
（
60
口
以
上
）

斉
藤
東
三
治

中
川　

定
雄

入
沢
久
三
郎

西
山　

公
寿

高
橋
基
一
郎

藤
原　

徳
子

　
（
50
口
以
上
）

河
合
久
太
郎

高
橋
専
二
郎

川
端　

い
ち

　
（
40
口
以
上
）

諸
田
由
太
郎

真
庭　

貞
良

櫛
渕　

睦
夫

藤
原　

昌
幸

　
（
30
口
以
上
）

阿
部　

喜
一

宮
崎　

知
之

加
部　
　

晃

　
（
20
口
以
上
）

中
沢　
　

勝

　
（
10
口
以
上
）

林　

加
寿
郎

佐
藤　

ち
か

〈
沼
田
東
支
部
〉

　
（
2140
口
以
上
）

得
能　

淑
子

　
（
1180
口
以
上
）

角
田　

由
雄

　
（
90
口
以
上
）

大
谷　

好
子

　
（
70
口
以
上
）

山
本　

清
野

〈
沼
田
中
支
部
〉

　
（
670
口
以
上
）

望
月
ふ
み
代

　
（
90
口
以
上
）

小
熊　

な
か

　
（
80
口
以
上
）

本
多　

健
郎

　
（
10
口
以
上
）

布
施
辰
二
郎

〈
沼
田
南
支
部
〉

　
（
570
口
以
上
）

馬
場
半
次
郎

　
（
400
口
以
上
）

永
井　

喜
壱

　
（
290
口
以
上
）

木
村　

恵
一

　
（
240
口
以
上
）

増
田　

芳
雄

　
（
200
口
以
上
）

金
井　

博
治

　
（
150
口
以
上
）

町
田　
　

武

竹
村　

健
一

　
（
120
口
以
上
）

竹
内　

英
雄

　
（
110
口
以
上
）

高
野　

卓
司

　
（
90
口
以
上
）

鳥
羽　

昭
雄

　
（
70
口
以
上
）

田
中　

正
治

横
坂　

勝
三

下　
　

都
夫

中
島　

勝
人

　
（
60
口
以
上
）

勝
又　

宗
平

小
林　
　

修

　
（
40
口
以
上
）

石
井　

栄
治

　
（
10
口
以
上
）

戸
田　

広
治

小
林
ハ
ツ
エ

〈
沼
田
北
支
部
〉

　
（
300
口
以
上
）

落
合　

孝
次

　
（
140
口
以
上
）

桑
原　

邦
明

　
（
100
口
以
上
）

戸
丸　
　

元

小
林　
　

晃

　
（
90
口
以
上
）

星
野　

一
男

星
野
よ
し
江

大
竹　

将
彦

金
子　

桂
介

　
（
80
口
以
上
）

高
山　

岩
造

星
野　

金
作

星
野　

達
哉

星
野　

キ
ヨ

　
（
70
口
以
上
）

星
野　

豊
作

三
浦　

と
ら

北
島　

秀
晴

星
野　

侃
三

星
野　

光
夫

星
野
竹
太
郎

　
（
60
口
以
上
）

星
野　

徳
一

萩
原　

一
男

桑
原　
　

清

　
（
50
口
以
上
）

三
浦　

健
司

星
野　

住
一

　
（
40
口
以
上
）

戸
丸　

長
太

　
（
30
口
以
上
）

高
山　

敏
夫

　
（
20
口
以
上
）

星
野　

伸
夫

内
田　

新
七

星
野　

通
夫

佐
藤　

文
夫

星
野　

政
之

宮
野　

国
雄

真
庭
進
一
郎

〈
水
上
支
部
〉

　
（
210
口
以
上
）

森　
　

秀
雄

　
（
140
口
以
上
）

市
村
四
五
郎

　
（
90
口
以
上
）

木
村
久
美
子

　
（
60
口
以
上
）

須
田　

紀
子

　
（
30
口
以
上
）

荒
木　

伴
二

〈
新
治
支
部
〉

　
（
790
口
以
上
）

林　
　

利
雄

　
（
650
口
以
上
）

安
達　
　

澄

　
（
380
口
以
上
）

小
林
太
一
郎

　
（
300
口
以
上
）

佐
藤
勝
次
郎

　
（
210
口
以
上
）

岡
田　

し
ん

　
（
130
口
以
上
）

森
下　

和
子

三
浦　

克
郎

　
（
100
口
以
上
）

山
崎　

節
士

　
（
70
口
以
上
）

小
川　

三
郎

高
橋
喜
太
郎

　
（
10
口
以
上
）

森
下　

沖
波

〈
昭
和
南
支
部
〉

　
（
820
口
以
上
）

倉
沢　

一
郎

〈
高
山
支
部
〉

　
（
60
口
以
上
）

山
本
ま
さ
子

　
（
30
口
以
上
）

山
﨑
八
重
子

〈
子
持
村
〉

　
（
190
口
以
上
）

片
野　
　

宏

　
（
10
口
以
上
）

高
橋　

政
夫

永
井　

昌
美

入
沢　
　

悟

〈
川
場
支
部
〉

　
（
30
口
以
上
）

丸
山　

敏
雄

　
（
20
口
以
上
）

角
田　

和
子

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

　
（
1470
口
以
上
）

小
林　

一
義

　
（
1040
口
以
上
）

吉
澤　

嘉
子

　
（
590
口
以
上
）

木
村　

春
夫

　
（
540
口
以
上
）

藤
原　

晃
長

　
（
370
口
以
上
）

真
庭　

一
男

　
（
340
口
以
上
）

桑
原　

く
ま

　
（
220
口
以
上
）

藤
原　

大
寿

　
（
190
口
以
上
）

関　

吉
太
郎

　
（
180
口
以
上
）

宮
下　

宗
作

　
（
160
口
以
上
）

渋
谷　

正
誼

高
橋
勝
太
郎

　
（
150
口
以
上
）

木
村　

眞
一

　
（
140
口
以
上
）

佐
藤
マ
ス
子

高
柳　

正
雄

高
橋　

義
弘

　
（
120
口
以
上
）

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

　広島市生まれ。医師とし
て広島陸軍病院に赴任。
　戦後、被爆者救援・治療

に60余年、6,000人を超える被爆
者の治療にあたってきました。福島
原発事故から一年、放射線の健康影
響について、体験を通して切々と語
ります。

と　き：３月24日（土）
　　　　　午後１時30分～
ところ：利根沼田文化会館
記念講演：肥田舜太郎さん
参加協力券：300円
主催：利根沼田九条の会

原発ー被爆と健康問題
「利根沼田九条の会」 ７周年の集い

講師
紹介

　

群
馬
県
民
医
連
の
医
学
生
奨
学

生
が
、
こ
の
地
域
で
組
合
員
さ
ん

と
一
緒
に
放
射
線
測
定
を
し
ま
し

た
。
あ
い
に
く
雪
の
中
で
の
取
り

組
み
と
な
り
ま
し
た
が
、「
3
・

２
２
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／

時
、
一
年
間
に
す
る
と
28
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
」
と
い
う
高
い
所
も
あ

り
ま
し
た
。
医
学
生
か
ら
「
雨
樋

平井先生の講演に感動
「地域でできる病院再生」

の
下
で
は
非
常
に
高
く
衝
撃
を
覚

え
た
。
ひ
き
つ
づ
い
て
様
々
な
地

点
を
測
る
こ
と
が
必
要
と
痛
感
し

た
」「
福
島
の
実
情
を
知
り
、
風

化
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
知
る
こ

と
、
知
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
」
と

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
協
に
放
射
線
測
定
器
は
３
台

あ
り
ま
す
。
是
非
測
定
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？　

結
果
を
ま
と
め
、

各
自
治
体
に
除
染
等
の
要
請
も
含

め
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　

お
問
い
合
せ
は
組
織
部
22
―
２

３
０
０
ま
で
。

　

千
葉
県
立
東
金
病
院
の
平
井
愛

山
院
長
を
招
き
「
医
療
崩
壊
か
ら

の
病
院
再
生
」
の
講
演
会
に
組
合

員
と
職
員
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
金
病
院
は
、
千
葉
県
の
九
十

九
里
沿
岸
の
人
口
二
十
万
の
地
域

で
、
極
端
な
医
師
不
足
か
ら
「
地

域
で
医
師
を
育
て
る
」
を
合
言
葉

に
、
住
民
と
医
療
関
係
者
が
一
緒

に
若
手
医
師
を
育
て
る
仕
組
み
を

つ
く
り
、
み
ご
と
地
域
の
医
療
再

生
を
実
現
さ
せ
た
話
で
し
た
。

　

平
井
先
生
は
、
10
年
前
地
域
の

五
つ
の
病
院
に
28
人
い
た
内
科
常

勤
医
が
、
８
人
に
な
っ
て
い
た
。

　

昨
年
11
月
の
「
利
根
の
保
健
」

や
、
こ
の
間
の
地
域
説
明
会
等
で

　

１
月
20
日
、
恒
例
の
「
老
健
と

ね
」
も
ち
つ
き
大
会
に
入
所
者
、

健康管理科より

　２・３月の人間ドックに若干の余裕が
あります。ご希望される方は健康管理科
までお問い合わせ下さい。　
　　　利根中央病院　☎２２-４３２１

（健康管理科）

人間ドックのご案内

●と　き　３月10日（土）
●ところ　老人保健施設とね　
  　　　　    （十王公園南側 ３階の建物）
●参加費　１，０００円
●申し込み先　２月末日までに下記実行委員へ

第27回　囲碁大会第27回　囲碁大会第27回　囲碁大会

沼　田 石倉　恒治 ２３-０７０６
 佐藤　禎通 ２４-３５９３
 生方　敬二 ２４-８２３９
 永井　達郎 ２３-１９６４
白　沢 小野　武司 ５３-２１５７
利　根 萩原　四良 ５６-２２４７　
片　品 星野　康一 ５８-３５９１
月夜野 高橋　建六 ６２-２０４５
水　上 阿部　圭助 ７２-３７６８
新　治 林　　利雄 ６４-００９７　
昭　和 杉木　哲二 ２４-３８７２

受付８時３０分～受付
９時～開会式・対局開始

主　催：利根保健生協囲碁大会実行委員会
お問い合わせ　事務局 組織部　22-2300

第35回保健組織活動交流集会
日　　時…３月18日（日）９時30分～15時30分
場　　所…昭和村公民館
記念講演…「レインボー健康体操」
講　　師…群馬中央医療生協　松尾初美 理事
他、生協の現状報告等など
　※参加希望の方は、各支部役員か
　　 　　組織部（☎22-2300）へご連絡下さい。

70
人
で

も
ち
つ
き

70
人
で

も
ち
つ
き

老健とね

組合員さんと雪の中で測定

「魅力ある地域づくりを」と平井先生

「地域でできる病院再生」

病
院
が
こ
け
た
ら
地
域
も
持
た
な

い
。
問
題
が
生
じ
た
こ
と
に
は
背

景
が
あ
る
。
何
が
原
因
か
、
課
題

は
何
処
に
あ
る
か
を
つ
か
む
。

「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
よ

う
」
と
、
地
域
医
療
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
つ
く
り
検
討
を
重
ね
た
。

自
分
た
ち
の
医
師
を
「
地
域
ぐ
る

み
で
育
て
る
」
そ
れ
に
は
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
が
大
事
だ
。
ベ
テ

ラ
ン
の
医
師
だ
け
で
や
る
医
療
で

は
な
い
。「
医
師
を
地
域
で
育
て

る
時
代
に
な
っ
て
き
た
」。
病
院

と
し
て
は
、
大
学
で
は
で
き
な
い

研
修
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
。
地
域
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
用
し
て

医
師
を
育
て
る
。
医
師
が
留
ま
り

た
く
な
る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め

た
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
市
民
と
と
も

に
」「
決
し
て
諦
め
な
い
」
こ
と

が
大
事
、「
み
ん
な
で
明
日
の
地

域
医
療
を
創
ろ
う
」
と
強
調
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

司
会
の
大
塚
副
院
長
か
ら
は

「
も
っ
と
早
く
先
生
の
話
を
聞
き

た
か
っ
た
」
と
声
も
あ
り
、
全
参

加
者
が
感
動
の
二
時
間
余
で
し
た
。

医
学
生

 

放
射
線
測
定
で

衝
撃
！

利
用
者
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

都
築
施
設
長
か
ら
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
流
行
っ
て
き
た
が
、
楽
し

い一
日
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

　

も
ち
つ
き
は
飛
び
入
り
も
あ

り
「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」
の

か
け
声
で
つ
き
あ
が
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
あ
ん

こ
、
き
な
粉
な
ど
で
食
べ
ま
し
た
。

　

沼
田
市
内
の
琴
と
三
味
線
の
愛

好
会
「
清
翠
会
」（
清
水
み
よ
子

代
表
）
ら
４
人
の
演
奏
や
、
童
歌

で
合
唱
を
楽
し
み
ま
し
た
。
代
表

し
て
信
沢
容
子
さ
ん
が
「
あ
っ
た

か
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
知
っ
て
い
る

歌
で
感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
、
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

お
伝
え
し
て
き
た
通
り
、
利
根
中

央
病
院
の
新
病
院
建
設
の
課
題
で

は
、「
新
築
移
転
」
を
理
事
会
で

決
定
し
、
計
画
の
具
体
化
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
「
建
設
委
員
会
」
を
設

置
し
、
設
計
会
社
や
候
補
地
の
検

討
、
基
本
構
想
等
を
議
論
し
て
い

ま
す
。
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
複

数
の
情
報
も
踏
ま
え
、
６
カ
所
に

絞
り
込
ん
で
比
較
検
討
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

　

も
し
、
上
記
の
条
件
を
満
た
す

推
薦
す
る
土
地
（
候
補
地
）
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
建
設
事
務
局
ま

で
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
☎
22

―
４
３
２
１　

新
病
院
建
設
室

　

今
後
も
定
期
的
に
新
病
院
建
設

の
検
討
進
捗
状
況
を
、
当
紙
面
や

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
、
組
合

員
の
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
き
ま

す
。

新
病
院
建
設
の

  

検
討
状
況
に
つ
い
て

利根中央病院

よ
う

　

 

こ
そ

12
月
分

新
し
い
仲
間

増
資
者
一
覧

▼
12
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
八
〇
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
12
月
の
増
資
は
九
三
七
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、
紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　

一
五
九
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。　
　
（
敬
称
略
）

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

12
月
の

新
加
入
者

　
候
補
地
の
条
件

①
敷
地
面
積
２
３
，
０
０
０
㎡

（
約
７
，
０
０
０
坪
）
以
上

②
現
在
の
利
根
中
央
病
院
か
ら

半
径
５
㎞
程
度



ころばん体操

転倒予防体操で元気いっぱい楽しむ

一人は万人のために 万人は一人のために

高血圧、心臓病、腎臓病のかたに、宴会後の急性発作事故が多い。入浴の心得を　　。

（３） 第509号2012年２月１日（毎月1回1日発行）

12月班会開催一覧

風
花
の
空
に
あ
そ
び
て
頬
に
消
ゆ

新
調
の
炉
の
榾
ご
と
り
夜
の
更
け
る

芝

浜

を

聞

ひ

て

節

分

妻

の

膝

春

立

て

ど

風

な

を

尖

る

裏

赤

城

今
朝
の
風
耳
切
り
落
す
ご
と
寒
し

風
邪
気
味
の
口
に
り
ん
ご
の
旨
さ
か
な

残
月
を
よ
ぎ
り
て
寒
の
明
け
が
ら
す

玄

関

に

心

が

和

む

福

寿

草

初
詣
頑
張
り
ま
す
も
添
え
て
お
き

「
消ぜ

　い費
税
上
げ
な
い
」と
言
っ
て
い
た
の
は
誰
だ
っ
け

流
行
風
邪
爺
は
ま
ず
い
と
寄
り
付
か
ず

大
寒
波
「
一
体
改
革
」
仮
設
に
も

定
位
置
に
カ
レ
ン
ダ
ー
下
げ
一
年
の
メ
モ
記
入
欄
の
広

き
を
好
み
て

辿
り
つ
く
八
十
路
の
坂
は
厳
し
け
り
命
あ
る
身
の
難
の

り
越
え
て

雪
降
り
て
寒
き
日
続
き
出
勤
の
峠
越
え
す
る
吾
子
を
見

送
る

冬
晴
れ
て
梅
の
梢
が
区
切
る
空
淡
く
霞
み
て
う
す
紅
の

浮
く

晴
れ
渡
る
上
越
の
山
脈
眺
め
つ
つ
在
来
線
は
ま
た
の
ど

か
な
り

ひ
さ
び
さ
に
行
き
交
ふ
友
の
脊
の
曲
り
思
わ
ず
吾
が
脊

し
ゃ
ん
と
伸
ば
し
ぬ

正
月
に
曾
孫
に
誘
は
れ
ト
ラ
ン
プ
す
記
憶
力
よ
き
幼
な

に
負
け
た
り

希
望
校
合
格
通
知
手
に
か
ざ
し
孫
仏
壇
に
報
告
を
せ
り

恙
無
き
事
の
幸
せ
老
友
と
日
向
ぼ
こ
す
る
九
十
四
才

※
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　

利
根
保
健
生
協　
「
な
か
ま
の
作
品
」
係

郵
送
先　

〒
三
七
八
︱
〇
〇
五
三　

沼
田
市
東
原
新
町
一
九
〇
八
番
地
の
六

み
な
か
み
町
下
牧　
　

高　

橋　

勝　

巳

み
な
か
み
町
入
須
川　

上　

村　

泰　

流

み
な
か
み
町
師　
　
　

増　

田　

耕　

寿

沼
田
市
戸
鹿
野
町　
　

戸　

丸　

泰
二
郎

み
な
か
み
町
月
夜
野　

林　
　
　

い
く
じ

み
な
か
み
町
政
所　
　

尾　

崎　

延　

章

沼
田
市
上
久
屋
町　
　

坂　

田　

や
す
お

昭
和
村
貝
野
瀬　
　
　

横　

坂　

成　

庄

昭
和
村
川
額　
　
　
　

倉　

沢　

美
代
子

　
　
　
　
　
　

沼
田
市
岡
谷
町　
　
　

大　

嶋　

愛　

子

　
　
　
　
　
　
　

沼
田
市
清
水
町　
　
　

堀　

越　

京　

子

　
　
　
　
　

沼
田
市
上
沼
須
町　
　

大　

竹　

春　

江

　
　
　
　

み
な
か
み
町
湯
宿
温
泉　

田　

村　

ふ　

さ

　
　
　
　
　

沼
田
市
高
橋
場
町　
　

森　

田　

妙　

子

　
　
　
　
　

み
な
か
み
町
下
津　
　

原　

沢　

貞　

子

昭
和
村
森
下　
　
　
　

倉　

沢　

さ
な
へ

沼
田
市
白
沢
町
尾
合　

飯　

田　

清　

子

沼
田
市
薄
根
町　
　
　

加
瀬
田　

フ
サ
エ

み
な
か
み
町
相
俣　
　

三
国
路　

青　

猿

昭
和
村
貝
野
瀬　
　
　

林　
　
　

篤　

次

高
山
村
中
山　
　
　
　

木　

村　

浅　

城

　1964年に始まったベ
トナム戦争。
　米軍は大量の枯葉剤
を散布した。障害や奇形
を持つ子供たち。被害者
だけでなく加害者にとっ
ても、まだ戦争は終わっ
ていない。

みんなで考えましょう！

～ベトナム戦争のことを
　　　　　知っていますか～

監督坂田  雅子
◆講演◆

（制作・監督・撮影・編集　坂田雅子）
「花はどこへいった」
◆上映◆　ドキュメンタリー

２月１９日（日）
2012年

おい
で

くだ
さい
。

利根・沼田第３１回

命を生み出す母親は  生命を育て  生命を守ることをのぞみます

午後の全体会（1：30～）

午前は分科会（9：30～）

～作品紹介～

利根沼田文化会館
参加費：５００円

班会あれこれ
おらがまちの

尿チェック

全員異常なしで日頃の成果を発揮

沼
田
東

　

材
木
町
11-

1
班

正月カルタ

童心にかえり笑いあり。お手つきなしよ！

尿・体組成チェック

久しぶりの班会。塩分がやや高めでした。

昭
和
東

　

田
中
・
根
岸
班

手づくりギョウザ

モチモチして美味しくできました

お口の健康

歯周病についてＤＶＤ学習

利
根
北　

高
戸
谷
班

沼
田
中

　

西
倉
内
町
合
同
班

沼
田
南

　

鍛
治
町
合
同
班

月
夜
野
東　

合
同
班

　

皆
さ
ん
か
ら
、こ
の

一
年
間
に「
ユ
ニ
セ
フ

コ
ー
ナ
ー
」に
寄
せ
ら

れ
た
募
金
は
、３
万

円
、使
用
済
み
切
手

は
、重
さ
８
㎏
、（
約

４
千
円
）
に
な
り

早
速
送
り
ま
し
た
。

　

い
ま
、ア
フ
リ
カ
を

中
心
に
、「
栄
養
不

良
」で
年
間
２
５
０

ご協力
ありがとう
ございました

８
㎏

使
用
済
み
切
手
３
万
円

募
金

ユニセフユニセフ

切手の整理 理事会 平和まちづくり委員会

セ
フ
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

〈
お
願
い
〉
使
用
済
み
切
手
は
は

が
さ
ず
、
ま
わ
り
5
〜
7
ミ
リ
残

し
て
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

万
人
の
幼
い
命
が
失
わ
れ
、健
康

に
成
長
で
き
な
い
乳
幼
児
が
１
億

８
千
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ユ
ニ
セ
フ
（
国
連
児
童
基
金
）

で
は
、「
募
金
３
千
円
が
栄
養
補

助
食
品
93
袋
」「
１
万
円
が
保
健

員
８
人
の
育
成
」「
３
万
円
が
高

カ
ロ
リ
ー
ビ
ス
ケ
ッ
ト
３
３
７

箱
」
に
変
わ
り
、
小
さ
な
命
が
守

れ
て
い
ま
す
。

　

生
協
す
べ
て
の
事
業
所
に
ユ
ニ

　骨ごと食べられるわかさぎはカルシウムの宝庫。この一皿で
591ｍｇ含み1日の所要量に匹敵します。代用としては、「鰆」を
薄く切り身にして片栗粉をつけて揚げるのでもよい。

□ 材料（４人分）

作 

　
り 

　
方　わかさぎ	……………………300ｇ

　ラディッシュ（葉つき）	………8個
　揚げ油	………………………適量
合わせ調味料
酢（カップ1/2）、醤油（大さじ1/2）、
砂糖（大さじ1）、塩（小さじ1）、こしょ
う（少々）、ごま油（小さじ1）、赤唐辛
子の小口切り2本分

①わかさぎはたっぷりの水で洗い、水気をきって、更にペーパータオ
ルなどでふきとる。
②大きめのボウルに合わせ調味料の漬け汁を合わせておく
③揚げ油を150〜160℃に熱してわかさぎを入れ、その温度を保ち
ながらゆっくりと揚げる。少し色づきはじめたら温度を上げてカ
リッとするまで揚げ、油をよくきってすぐに②の漬け汁に入れる。
④ラディッシュ（丸のまま）もさっと揚げ、②の漬け汁に入れる。時々、
上下を返しながら30〜40分おく。

わかさぎの南蛮漬け

ポ
イ
ン
ト （栄養課　阿部　健児）

支部名 班　名 班  長  名 人数 班 会 内 容
沼田東 材木町11 小林　永久子 6 年度計画・血管年齢測定

材木町1 小野　　のぶ 3 忘年会・年間計画
材木町2 大谷　　好子 3 忘年会・年間計画
東原新町13-2 雲越　　タカ 5 忘年会
西原新町11-1 得 能 　 淑 子 5 おしる粉班会
上原新町9-2 星野　フジ子 3 肥満と病気
上原新町10-2 桑原　　徳枝 4 肥満と病気
上原新町6-2 村田　　定蔵 4 肥満と病気

沼田中 西倉内町合同 田中　　穂積 6 新病院説明会
西倉内町合同 綿貫　　藤江 5 新病院説明会

沼田西 榛名町8-2 金 子 　 くら 5 年間計画・忘年会
榛名町8-1 宮内　はつえ 4 年間計画・忘年会
榛名町3 金子　　恭子 4 年間計画・忘年会
薄根町6-3 渡部　セツ子 3 肺炎・インフルエンザについて
薄根町6-5 片野　　敏雄 3 肺炎・インフルエンザについて
薄根町6-1 佐藤　　郁子 3 肺炎・インフルエンザについて

沼田南 鍛冶町10 馬場　半次郎 5 忘年会・年間計画
鍛冶町5 下　　ろく 4 忘年会・年間計画

利　南 下久屋原 星野　サヨ子 4 忘年会・年間計画
戸鹿野町１、２ 星野　早苗 6 忘年会・トランプゲーム
上久屋馬場 織田澤　澄世 5 年間計画・忘年会

池　田 秋塚町上 斎藤　　豊 8 建設説明会・体組成チェック
秋塚町下 斎藤　　明子 7 建設説明会・体組成チェック

薄　根 硯田町上 小林　　順一 5 新病院建設の話・忘年会
硯田町下 金子　幸子 3 新病院建設の話・忘年会

川　田 下川田町宮塚１ 深 津 　文子 6 脳梗塞・Ｃ型肝炎について
下川田町宮塚３ 深 津 　京子 5 脳梗塞・Ｃ型肝炎について
下川田町田中１ 茂 木 　チヨ 5 インフルエンザ､ノロウィルスの話
下川田町田中２ 生方　志づ子 5 インフルエンザ､ノロウィルスの話

白　沢 尾合上 角田　梅子 5 調理班会
利根北 高戸谷① 加藤　　眞喜 8 建設説明会・通院支援の話

高戸谷② 藤井　　春雄 7 建設説明会・通院支援の話
平川伊香原中 笹原　　宗利 6 病院送迎について
追貝合同 小林　喜市 6 筋力トレーニング体操
追貝合同 小林　喜市 7 筋力トレーニング体操

片　品 菅沼合同 大竹　敏彦 3 介護保険について
菅沼合同 戸丸　長太 3 介護保険について

川　場 中野合同 宮田　貴美子 11 年間計画・忘年会
月夜野東 後閑上入 佐 藤 　 興 3 体組成・尿チェック､肺炎について

後閑下入 渋谷　　典子 4 体組成・尿チェック､肺炎について
真庭政所 大谷　スミ子 12 脳梗塞の話
後閑上新道 櫛渕　　孝男 5 新病院建設課題
後閑下入 渋谷　　典子 6 新病院建設課題
下牧原の中 山田　八重子 4 忘年会、尿・体組成チェック
下牧原−２ 高橋　　ミネ 3 忘年会、尿・体組成チェック

月夜野西 月夜野町組6-2 石坂　チカ子 5 アカンべ
月夜野町組10-2 高橋　　靖二 4 アカンべ
月夜野町組12-1 長濱　　水朗 5 アカンべ

新　治 猿ヶ京合同 高橋　　米子 5 クリスマス会
猿ヶ京合同 都丸　　君子 4 クリスマス会
須川中 梅澤　由美子 3 忘年会
須川下1 見城　　光子 5 忘年会
須川下2 太田　ヒサ子 3 忘年会
布施宿 島崎　　金衛 7 大腸がんの話・忘年会
須川坂下 阿部　由子 10 体組成チェック・レインボー体操
須川十二河原 田村　照代 3 がんの話

昭和東 貝野瀬田中2 小宮　　友三 4 健康チェック(尿・体組成)
貝野瀬田中3 横 坂 　　実 3 健康チェック(尿・体組成)
貝野瀬根岸 林　　利彦 3 健康チェック(尿・体組成)
糸井中宿 須藤　澄子 4 インフルエンザ、ノロウィルスの話

昭和南 川額永井上 諸田　はま江 4 筋肉トレーニング
高　山 尻高熊野１ 竹渕　春子 4 体組成チェック、新病院建設の話

尻高熊野２ 大畑　敏雄 4 体組成チェック、新病院建設の話
職域・他 コスモス 中島　三枝 13 レインボー体操

コスモス 中島　三枝 8 レインボー体操
コスモス 中島　三枝 8 レインボー体操
コスモス 中島　三枝 14 ころばん・せらばん体操

病棟・他 利根歯科診療所 中澤　桂一郎 11 歯の保健委員交流集会
統計 68回 361人



川場村中野

　　唯
ゆあ

愛ちゃん（４歳）

千明咲
さきと

斗くん（６歳）

　　琉
るなと

斗くん（２歳）
我が家のわんぱく３兄弟♪

慢
性
腎
臓
病

　
「
３
年
前
に
手
術
を
う
け
、
母

の
介
護
な
ど
も
あ
り
、
健
康
に
た

い
す
る
考
え
方
が
１
８
０
度
か
わ

り
、
そ
こ
か
ら
健
康
に
関
心
を
も

ち
ま
し
た
。

　

支
部
の
役
員
さ
ん
に
誘
わ
れ

て
、
は
じ
め
て
班
会
に
参
加
し
、

レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
を
体
験

し
、
楽
し
く
体
を
動
か
せ
ま
し
た
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
も
受
講
し
て
、
普
段
は
で

き
な
い
尿
チ
ェ
ッ
ク
や
水
銀
で
の

血
圧
測
定
も
初
め
て
体
験
で
き
ま

し
た
。
健
康
班
会
も
前
む
き
に
参

加
し
た
い
で
す
。」
と
い
き
い
き

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
班
会
で

「
大
勢
の
方
に
教
え
て
も
ら
う
こ

と
は
楽
し
い
、
人
見
知
り
し
な
い

の
で
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
は
大
好

き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
班
会
や

講
座
に
参
加
し
て
、
健
康
に
つ
い

て
の
知
識
を
高
め
た
い
、
自
分
が

楽
し
い
か
ら
友
達
に
も
す
す
め
て

い
ま
す
。」

利 根 の 保 健

寒い季節は体が冷えきっています。アツ湯をさけて４１℃くらいの温浴をゆっくり楽しもう。

（４）第509号2012年２月１日（毎月1回1日発行）
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さ
ん

慢
性
腎
臓
病

︱
新
た
な
国
民
病
︱
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川
場
村
谷
地

中
村
穂ほ
の
か乃
佳
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

七
五
三
や
り
ま
し
た
♥

吾
妻
郡
中
之
条
町

中
沢
琉る
き
あ希
愛
く
ん
（
１
歳
１
ヶ
月
）

我
が
家
の
暴
れ
ん
坊
♪

沼田市西倉内町
佐藤はなちゃん（2歳11ヶ月）
はなちゃん、大好きよ♥

沼田市薄根町

村山寧
ね ね

々ちゃん（３歳）
ねねちゃんです、よろしくね♪

「
健
康
意
識
を
高
め
た
い
」

利根中央病院

腎ぞうには「ネフロン」とい

う、ろ過装置があります。ネ

フロンは「糸球体」と呼ばれ

る多くの毛細血管の束と、そ

の糸球体から続く細長い管の

「尿細管」からできていま

す。腎ぞうには心拍出量の

約25％以上の血液が流れ込

み、その血液は糸球体でろ過

され、尿細管で必要な物質を

再吸収し、体に不要な老廃物

を尿として排泄する役割を持

っています。

① 尿異常、画像診断、血液、病理で
　 腎障害の存在が明らか
　−特に蛋白尿の存在が重要−

② GFR〈 60㎖/min/1.73㎡

①・②のいずれか、または両方が
３か月以上持続する

【図2】

【表1】

透析科医長

青 木  剛

　

腎
臓
は
腰
部
に
あ
る
左
右
一
対
の
拳
大
程
度
の
大
き
さ
の
臓
器

で
、
一
日
に
一
リ
ッ
ト
ル
程
度
の
尿
を
作
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は

近
年
に
な
っ
て
注
目
さ
れ
て
き
た
新
し
い
国
民
病
と
も
言
う
べ
き

慢
性
腎
臓
病
（C

hronic Kidney D
isease　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

で
す
。
禁
煙
、
肥
満
の
改
善
な
ど

が
重
要
で
す
。
食
事
制
限
も
必
要

で
蛋
白
質
の
制
限
、
減
塩
（
一
日

６
ｇ
以
下
）
を
行
い
ま
す
。
飲
酒

に
関
し
て
は
日
本
酒
で
一
日
１
合

程
度
ま
で
な
ら
大
き
な
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

次
に
大
切
な
の
が
血
圧
管
理
で

す
。
目
標
血
圧
を
維
持
す
る
こ
と

で
病
気
の
進
行
を
抑
え
ら
れ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
血
圧
は

１
３
０
／
80
未
満
を
目
指
し
ま
す

（
蛋
白
尿
が
多
い
場
合
は
１
２
５

／
75
未
満
に
な
り
ま
す
）。
降
圧

剤
の
中
で
腎
保
護
作
用
を
持
つ
薬

を
優
先
的
に
使
用
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
の
管
理
も
大
切
で
食
事
、
内
服

療
法
や
必
要
に
応
じ
て
イ
ン
ス
リ

ン
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

に
の
ぼ
り
、
今
や
国
民
の
５
０
０

人
に
１
人
が
透
析
を
受
け
、
透
析

に
か
か
る
医
療
費
が
年
間
１
兆
円

を
超
え
る
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
末
期
腎
不
全

患
者
数
を
減
ら
す
必
要
性
が
急
速

に
高
ま
っ
て
い
る
状
況
と
言
え
ま

す
。

　

一
方
、
最
近
に
な
っ
て
慢
性
腎

臓
病
が
心
血
管
疾
患
の
危
険
因
子

で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
心
血
管
疾
患
対
策
と
し
て

糖
尿
病
や
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
対
策
の
重

要
性
が
叫
ば
れ
る
中
、
慢
性
腎
臓

病
の
対
策
を
進
め
る
こ
と
も
非
常

に
重
要
と
言
え
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
は
【
表
１
】
に
あ

て
は
ま
る
腎
臓
の
病
気
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
こ
の
表
に
あ
る
Ｇ
Ｆ

Ｒ
は
糸
球
体
濾
過
量
と
い
う
意
味

で
す
。
腎
臓
は
【
図
２
】
の
よ
う

な
構
造
を
し
て
お
り
、
糸
球
体
と

い
う
細
か
い
血
管
で
血
液
中
の
老

廃
物
を
濾
し
と
る
こ
と
で
尿
を
作

り
ま
す
。
糸
球
体
濾
過
量
は
尿
を

作
る
こ
と
で
１
分
間
に
ど
れ
く
ら

い
の
血
液
を
き
れ
い
に
で
き
る
か

を
表
し
ま
す
。
正
常
値
は
１
０
０

ほ
ど
で
数
値
が
低
い
ほ
ど
腎
臓
の

働
き
は
不
良
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
腎
機
能
は
血
液
検
査

の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
（
Ｃ
ｒ
）
と
い

う
項
目
で
み
ま
す
。
Ｃ
ｒ
値
が
高

い
ほ
ど
腎
臓
の
働
き
が
落
ち
て
い

る
の
で
す
が
、
Ｃ
ｒ
は
筋
肉
量
に

依
存
し
筋
肉
量
が
多
い
人
は
Ｃ
ｒ

値
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
、
正
確

な
腎
機
能
が
評
価
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
Ｃ
ｒ
値
と
性
別
、
年
齢
か
ら

糸
球
体
濾
過
量
を
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
値
が
60
未
満

で
あ
っ
た
り
尿
検
査
異
常
が
３
か

月
以
上
続
け
ば
慢
性
腎
臓
病
と
診

断
で
き
ま
す
。

　

現
在
わ
が
国
で
の
慢
性
腎
臓
病

患
者
数
は
約
１
３
３
０
万
人
と
推

測
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
糖
尿
病

や
高
血
圧
と
な
ら
ぶ
国
民
病
と
言

え
ま
す
。
症
状
と
し
て
は
む
く

み
、
食
欲
不
振
、
だ
る
さ
等
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
慢
性
腎
臓
病
は

早
期
の
う
ち
は
自
覚
症
状
に
乏
し

く
、
症
状
が
出
た
時
に
は
既
に
病

気
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
定
期
的
な
健
診
で
早
期
発

見
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
ま
で
述
べ
て
き
た
検
査
や
治

療
に
よ
り
、
慢
性
腎
臓
病
を
な
る

べ
く
早
期
に
発
見
し
ベ
ス
ト
の
治

療
を
う
け
る
こ
と
で
末
期
腎
不
全

へ
の
進
行
や
心
血
管
疾
患
の
合
併

を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

当
院
で
は
慢
性
腎
臓
病
の
教
育

入
院
を
新
た
に
開
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
４
日
程
の
入
院
で
現
在
の

腎
臓
の
状
態
や
合
併
症
の
評
価
を

行
い
、
看
護
師
や
薬
剤
師
、
栄
養

士
な
ど
の
各
職
種
か
ら
個
別
指
導

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
入
院
で
す
。

当
院
は
患
者
さ
ん
が
病
気
と
向
き

合
い
よ
り
良
い
管
理
が
で
き
る
よ

う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
む
く

み
等
の
症
状
が
あ
る
方
や
、
健
診

で
尿
異
常
や
腎
臓
の
働
き
が
悪
い

と
言
わ
れ
た
方
は
積
極
的
に
内
科

受
診
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
慢
性
腎
臓
病
は
何

と
も
恐
ろ
し
い
病
気
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
ど
の

よ
う
な
対
策
や
治
療
を
す
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要

　

現
在
我
が
国
で
は
慢
性
腎
臓
病

に
対
す
る
取
り
組
み
が
盛
ん
で

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
慢
性
腎
臓

病
が
①
透
析
や
腎
移
植
が
必
要
に

な
る
末
期
腎
不
全
に
至
る
可
能
性

が
あ
る
②
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な

ど
の
心
血
管
疾
患
を
合
併
し
や
す

い
③
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
肥
満
な

ど
生
活
習
慣
病
の
患
者
さ
ん
に
発

症
し
や
す
い
、
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

２
０
１
０
年
の
時
点
で
血
液
透

析
患
者
数
は
我
が
国
で
29
万
人
程

何
故
、今
慢
性
腎
臓
病
が

慢
性
腎
臓
病
の

最
後
に

慢
性
腎
臓
病
と
は
？

重
要
な
の
か
？

治
療
に
つ
い
て

腎ぞうのしくみ

慢性腎臓病の定義

尿細管

糸球体

尿

血管

仲良し兄妹です♪

み
な
か
み
町
師

　
　

碧あ
ゆ
む夢

く
ん
（
４
歳
）

金
古
希き

ら
ら愛

々
ち
ゃ
ん
（
２
歳
６
ヶ
月
）

沼
田
市
利
根
町

三
代
心み
や
び弥
陽
ち
ゃ
ん
（
11
ヶ
月
）

す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♥ 沼田市桜町

宮内結
ゆい

衣ちゃん（３歳）音
ねお

緒ちゃん（１歳６ヶ月）茉
まみ

美ちゃん（５歳）
仲良し３姉妹です☆


